
東北芸術工科大学
コミュニティデザイン学科

4 回のワークショップを振り返って、毎回

大量の意見が書かれた付箋が出されること

や、雰囲気の良さ、多くの高校生が参加し、

大人と対等に議論していることに驚かされ

ました。今年東北芸術工科大学コミュニティ

デザイン学科を卒業する学生の中には、4

年前に長野県木島平村の総合計画の策定に

唯一参加した高校生がいます。計画づくり

を通して考えた村の未来や地域の方との交

流が、必ず故郷に帰って地元の人たちと豊

かな人生を歩みたいという目標をつくった

そうです。計画を冊子にまとめることはも

ちろんですが、南陽市においても策定のプ

ロセス自体が様々な人と人との繋がりを生

み、豊かな暮らしをつくる第一歩に繋がっ

ているはずです。このワークショップが、

一人一人が楽しみながら活動し、南陽市を

つくっていく縮図であったように思います。

参加者の感想

10 年後の南陽市を多世代で議論できたのが良かった / 市職員が丁寧に意見を聞きながら進行してくれたので、助

けたいと思える行政づくりができていると感じた / ワークショップを通して自分の意見を伝えたり、初めて会った

人にも話しかけられるようになった / 若い世代の前向きな考えや頼もしさに感激した / 普段の生活では関わりのな

い世代や業種の人と交流できて良かった / アイデアはまとまったので、あとは実行あるのみ / 大人と対等に話す機

会は少ないので楽しい時間だった / 南陽市の将来を真剣に考えている人が多くいることを知り、市職員としてだけ

ではなく市民としても頑張りたいと思った / このメンバーでもっと議論したり活動していきたい / 私たちの意見を

すばらしい構想の骨格に整理してもらえて嬉しかった / すばらしい計画、冊子ができることを期待する

2020年2月12日(水)
18:30～21:00
シェルターなんよう 小ホール

南陽市では、2021年度から2030年度までの 10年間を計画期間とした新しい総

合計画の策定に取り組んでいます。令和元年 10月2 日にスタートした「市民と

みらいワークショップ」。最終回の第 4 回ワークショップでは、市職員による

テーブル進行で、これまでの 3 回のワークショップを振り返りながら第 6 次南

陽市総合計画の基本構想案がどのようにつくられたか、そして、その内容に

ついて事務局から報告を行いました。

白岩市長あいさつ

今日のワークショップは

これまで皆さんから頂い

た意見を基に事務局でま

とめた、第 6 次南陽市総

合計画の最上位に位置す

る「基本構想案」を皆さん

にお示しし、ブラッシュアップしていくこ

とが目的です。一連のワークショップの中

では、全国的に少子高齢化が進む中、南陽

市では人と人、他市町村、民間と行政との

繋がりや文化の継承など、繋がりやご縁を

大切にしたいという意見が多く挙がりまし

た。今後 10 年間の南陽市の計画の基礎とな

る基本構想をより良い計画としてまとめる

ため、是非皆さんそれぞれの立場から、私

たちがより豊かな暮らしをしていくための

ご意見を頂戴できればと思っています。

開会、市長あいさつ

第6次南陽市総合計画の基本構想案について

市民参画の計画策定のポイントおさらい

ワーク
「基本構想から私ができることを考える」

閉会

プログラム

進め方

講評

このワークショップでは、南陽市の

魅力や課題、将来像を全 3 回のプロ

グラムで整理し、基本的な方向性 (目

標)をまとめていきます。

第 1 回：10 月 ２ 日 ( 水)

第 2 回：10 月３０日 ( 水)

第 3 回：11 月 27 日 ( 水)

これまでのスケジュール

「市民とみらいワークショップ」について

市振興審議会会長

10 年後の南陽市のための素晴らしいスタートを切っ

ていると感じました。この計画を考えるにあたって大

切な視点の一つは南陽市外からの視点だと考えます。

南陽市長が自身の名刺に「ラーメン課」と表記してい

るのも他者の視点を意識しているからでしょう。自分

たちの思いだけでは思考が凝り固まってしまうので

す。この会は、みんなでまちづくりを行う「コミュニ

ティソリューション」のスタートラインです。ぜひこ

のエネルギーを切らさずに、議論の内容の実現に向け

た活動がはじまることに期待します。

市振興審議会会長代行

議論の際、時には世間の常識を飛び越えてみなければ

見えない世界もあるかもしれませんし、正解や不正解

に臆することなく意見を述べる勇気が必要です。今日

の議論の正解が分かるのはきっと 10 年後。今は自分

たちの物差しづくりで、10 年前を振り返って前より

も南陽市が良くなっているかも！と思えたところに

ゴールがあると思います。日々変化する現代、この会

が終わっても、一人一人が自らの意見を延べ、行動し、

常に考え続けることが、10 年後も豊かな南陽市をつ

くるために大切ではないかと思います。

醍醐孝典さん

柴田孝さん 池田めぐみさん



南陽市みらい戦略課
企画調整係長

第 6 次総合計画は 2021 年度からの10年間のもので、本日お示しする「基本構想案」は計

画の中で最上位に位置する、南陽市のまちづくりにおける方向性を示したものです。基

本構想案は市民とみらいワークショップと並行して行なった様々なイベントやアンケー

トでの意見、現状分析や人口推移などの行政視点も踏まえてまとめています。詳しく説

明すると、現状と課題については、魅力と課題が表裏一体であることが明らかとなった

第 1 回ワークショップの意見を多角的にまとめています。それらを踏まえ、　南陽市の基

本理念は「あらゆる世代が誇りと生きがいを持ち、安心して暮らしていくことができる

社会を実現するため、ひと、もの、活動等のあらゆる地域資源をつないで、新たな価値

を想像する」　と掲げました。コンセプトは「地域を牽引する人材を育てる / あらゆる地

域資源を活用する / 地域協働を推進する / 新たな切り口、捉え方、活用法を取り入れる」の4つです。将来都

市像については第2回ワークショップでまとめたキャチフレーズや、その過程で出されたキーワードを基に「つ

ながり つどう 縁結ぶまち 南陽」と定めました。「つながり」には多様な交流により新たな発想や可能性を生

み出すこと、「つどう」には信頼関係を築きながら共に活動すること、「縁結ぶ」には南陽市が多様な縁を生み

出し人が集う場所になっていくという想いを込めています。また施策の大網には7つの基本目標を掲げ、2030

年の人口目標は 27,800人としています。今日のワークショップでは、「自分ができること」をテーマに基本構

想案をブラッシュアップできればと考えています。

少子高齢化が進み人口が減少すると税収

が減っていきます。これまでの時代のよ

うに、税収を市の公共的な事業に使うこ

とでまちを維持するだけの考えは難しい

世の中になってきました。そこで大切な

のが市民の中で活動する人口を増やしてい

くという視点です。ワークショップの冒頭

に、計画策定のために市役所へ要望陳情す

る場ではなく、皆さん自身ができることを

考え、楽しみながら活動を行なっていくためのきっかけをつく

る場であることも重要だという話をしました。計画策定の義務

が無くなり総合計画を作らない自治体も出てきました。逆に言

えば、「何故作るのか？」が問われる時代になったと言えます。

南陽市で計画を策定する最大の意義は策定のプロセスの中で市

民と行政が協働する点だと考えます。今回の策定では各回の

ワークショップの合間に市職員の研修を行い、市職員が市民と

協働するためのスキルを磨きました。このワークショップは市

民と行政がより協働して活動を行うための出発点です。今日は

バックキャスティングの考え方で行なってきた全 3 回のワーク

ショップの総集編です。基本構想案を基にした活発な意見交換

を期待します。

東北芸術工科大学
コミュニティデザイン学科

南陽市第 6次総合計画の基本構想案について

市民参画の総合計画策定の
ポイントについておさらい

ワーク

基本構想を基に、私ができることを考えよう！

健やかで安心な暮らし・子育てを実現する

・放課後の多世代交流

・市民が先生になる

・高齢者の生きがいづくり

・子ども職業体験

・交流の場所づくり

・使用していない公共施設の利用

・子どもが地域の中で遊べる場

・障がい者が活躍できる

・様々な分野の施設

・放課後子ども教室の活用

・老人が運営する児童館

・温泉を生かした集いの施設

市民が取り組めること（民間事業など含む）

市民と行政の協働で取り組めそうなこと

行政に期待すること

地域に根ざした人材を育てる

・市民が市民に教える

・高校生が小中学生にツポーツ指導

・地域の祭りや活動が充実

・とりあえずやってみる

・世代間のディスカッション

・学校を離れて育てる

・大人と関わりを持てる社会

・高校生によるスマホ講座

・学生が地域活動に参加しやすい環境

・繋がりを生む授業

・移動図書館

・郷土愛を育む授業

力強い産業の基盤をつくる

・起業するチャレンジ精神

・資源を守る仕組みづくり

・「新しい職業」を生む

・女性の起業の増加

・リスクを恐れない

・新しい技術への支援

・高齢者が働ける場所

・行政と民間の協働イベント

・先端技術を活用した授業

・農業×カフェ

・起業しやすい環境づくり

・後継者を全国から募集

強くてしなやかなまち・住みよいまちをつくる

・水路清掃

・近所同士の繋がり（防犯）

・見回りシステム

・地域で災害の勉強会の実施

・空き家の有効活用

・町内会がないエリアでの繋がり

・災害時の単身者への影響

・助けてと言える環境

・空き家についての情報提示

・情報インフラの整備

・災害に備えた環境整備

・ボランティアの受入体勢構築

自然の豊かさを守る

・歩く/登山

・野外活動で自然と触れ合う

・野焼きをしない/植樹

・ゴミの分別強化

・食品ロスへの興味関心

・生ゴミのリサイクル

・量り売りなど詰め替えの促進

・リサイクルの過程を学ぶ

・収穫ツアー

・電気の自給自足

・市全体でレジ袋禁止

・ムダの可視化

人が繋がりまちを育てる

・地域活動への参加

・ボランティア活動で交流を深める

・本屋やパン屋が無いならつくる

・市民と行政が協働したサードプレイスづくり

・世代間交流の場づくり

・地元企業へのインターンシップ

・若者の活動への支援の仕組み

・リーダーの育成

・公民館の連携

・行政情報の見える化

・人の繋がりを生むサービス

・他の市町村を繋ぐ役割を担う

発信力のあるまちづくりを進める

・南陽市を学ぶ

・海外に南陽をPRする団体をつくる

・市内ラーメン店で修行

・SNSで南陽市の食べ物を発信

・インバウンドツアー

・ご当地ナンバープレートをラーメンに

・災害炊き出しボランティア

・南陽ラーメン給食

・ラーメン課の仕事内容を紹介

・都会に南陽のものを出品

・南陽をラーメンの修行場に

・市役所の車に名物をラッピング

鈴木淳さん

醍醐孝典さん

基本構想の軸となる 7 つのテーマに分かれ、ワールドカフェ形式で「市民」「協働」「行政」のそれぞれの視点から、

私たちができそうな取り組みのアイデアをまとめました。


